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北海道教育大学  へき地・小規模校教育研究センター  

令和 2年  4月  6日発行 第72号 

へきけんニュース 
 http://www.hokkyodai.ac.jp/edu_center_remoteplace/ 

メールアドレス kus-hekiken@j.hokkyodai.ac.jp 

☎ 0154-44-3291 FAX 0154-44-3292 

全国へき地教育研究連盟と連携した情報交換を 

相互に推進することになりました。 

 へき地・小規模校教育研究センターでは、全国へき地教育研究連盟と連携して、相互に情報交

換を推進することになりました。へき地・小規模校の学校現場の連合組織である全国へき地教育

研究連盟と全国の大学のネットワークを有するへき地・小規模校教育研究センターが連携するこ

とによって、学校現場の実践的な情報と研究的な情報をより有効に交流することができます。全

国へき地教育研究連盟は、全国都道府県のへき地教育研究大会や研究会を把握しており、全国へ

き地教育研究連盟の研究会情報を全国に共有するだけでも、各地域の様々な研究・実践情報を把

握することができます。 

 また、全国へき地教育研究連盟へは個人で直接加入することもできます。毎年300円の会費を

払うと会員になれます。また書籍も販売されていますので、各自でお申し込み下さい。ご案内

は、別紙にて記載しております。 

 今後は、北海道教育大学だけでなく、日本教育大学協会全国へき地・小規模校教育部門会員へ

も、全国へき地教育研究連盟を中心とした、全国的な研究会や研究実践の情報をお知らせするこ

とができます。 

 全国へき地教育研究連盟の柿崎秀顕委員長から、メッセージを頂きました。 

 

 

 大 学 関 係 者 の 皆 様 へ の 御 挨 拶  

全国へき地教育研究連盟 会長 柿 崎 秀 顕  

（洞爺湖町立洞爺湖温泉小学校長） 
 

大学関係のみなさまおかれましては、日頃より本研究連盟の事業

推進に対しまして、ご理解とご協力、そして多大なるご支援を賜

り、心より感謝申し上げます。 

さて、全国へき地教育研究連盟は、昭和２７年に結成され、この

年の第１回全国大会から令和元年の第６８回大会までを文部科学省

との合同主催で行ってきており、「へき地教育研究の草分け」的存

在です。任意教育団体ではありますが、「へき地教育振興法」を背

景に現在全国に約３２００校ある、へき地・複式・小規模校の小中

学校とその教員を会員とし、各都道府県の教育研究活動を支援し、

各学校の指導法充実をはかり、へき地における教育の振興を目的と

して研究活動を続けています。 
 全国へき地教育研究連盟 

  会長 柿崎 秀顕 氏 
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私は２８代目の会長で、この春に３年目を

むかえますが、就任以来ずっと意識してきた

活動（キーワード）が三つあります。 

その一つ目が「繋ぐ」 

例えば、大学ではへき地教育を研究してい

る先生がおり、教育行政には教職員の資質を

高めるための研修講座等を開催する研究所な

るものがあります。各県教委開催の研修講座

に大学の先生が講師として招かれることはよ

くあることですが、その研修講座に「参加者

募集・集約」という面で関わりをもてたら、

それぞれが単独で開催するよりも多くの成果

が得られると考え、大学が開催するフォーラ

ムや県教育研究所の開催する研修講座に積極

的にかかわってきました。 

 

 

二つ目が「広める」 

それは、ホームページの充実です。私たちの機関誌

「全へき新聞」が休刊となり、その機能を会員ホーム

ページに集約したことがきっかけとなり、各ブロック

各県の研究成果を広く全国に発信したり、役員が足を

運んだ研究大会のバックグラウンド情報を紹介するな

ど、会員相互のコミュニティの場の充実に力を入れて

きました。 

 

最後の三つ目が「埋める」 

それは、困ったときの知恵袋となるべく活動相談の充

実です。全へき連の先輩たちは、多くの成果を残してく

れていますが、副会長の立場となる７ブロックの理事た

ちは、毎年のように交代し、大会準備や運営にかかわっ

ては、人が替わるがゆえの同じ失敗を繰り返しているように見受けられます。それらの失敗を最

小限になるよう全へき連OBの方々の力をお借りして、全国大会やブロック大会の活動相談をして

きました。 

 

以上、本研究連盟の活動の一端を紹介させ

ていただきましたが、全国には山間や海辺に

多くの小さな学校が散在し、そこそこでは熱

い思いで教師と子どもたちが生き生きとした

教育活動を進めています。 

小規模校の良さや特性を生かし、地域に根

ざした教育を進める学校の教育実践研究は今

後ますます必要となってきます 

 この機会をきっかけに、教育に携わる大学

関係の皆さまとこれまで以上に交流を持ち、

本研究連盟の活動がより充実したものとな

るようご支援いただければ幸いです。 

令和元年度第35回 

東北地区へき地教育研究大会 秋田 

北海道へき地・複式教育研究連盟・定期総会 

（柿崎先生：右から4番目） 

  H30.11.17 へき地・小規模校教育推進フォーラム 

 （北海道教育大学釧路校） 
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「全国へき地教育研究連盟」をご存じですか？ 
 

◎本連盟の目的 
  各都道府県へき地教育研究団体の活動を促進し、関係機関団体との連携を密にして、      

    へき地学校・小規模学校・複式学級を有する学校、分校等の教育の充実を図り、へき 

    地教育の振興を目的とする。  

 

◎本連盟の事業 
  １ 教育研究大会：全国大会(毎年１回)主催、ブロック大会(全国７ブロック)共催 

    ２ 研究・調査 ：研究推進協議会開催、実践事例集･基本調査･研究推進計画発行 

    ３ 情報交換等 ：ホームページ、会員用ホームページの作成･更新 

    ４ 教育条件整備：文科省･各都道府県教育長へ｢要望書｣の提出 
 

◎令和元年度～令和５年度 研究主題 

      「ふるさとに夢や誇りをもって、未来の創り手となる子どもの育成 

           ～ へき地･複式･小規模校の特性を生かした 

                        学校･学級経営と学習指導の深化･充実をめざして ～ 」 

令和元年度版 実践事例集）「明日への道標」内容例 
 

第１章 学校・学級経営の深化・充実 

実践事例Ⅰ 少人数の良さを生かすための児童の実態把握 

実践事例Ⅱ 小規模校の特性を生かし、小中で学びをつなぎ、 

      ふるさと学習・協調学習の取組を通して授業改革を行い、    

      主体的な学びを育む 

実践事例Ⅵ 少人数・複式学級のよさを生かした道徳の授業づくり 
 

第２章 学習指導の深化・充実 

実践事例Ⅱ 小規模・少人数を生かして基礎学力を身に付ける指導計画 

実践事例Ⅵ 振り返りシート・自主学習ノートを活用した家庭と学校の 

      学びのサイクル作り 
 

 問合せ先 全国へき地教育研究連盟 事務局 (担当：渡辺) 

                      TEL ０３－３５８０－０５７１   

           FAX ０３－３５０３－３６１６ 
 

全 国 大 会 の 様 子  （ 開 会 式        ・      分 散 会       ・         分 科 会 【 授 業 公 開 校 】 )  

『明日への道標』 

（過年度分の在庫有り） 
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各 位 

全国へき地教育研究連盟  

会 長  柿 崎 秀 顕 

 

全国へき地教育研究連盟 準会員のご案内について 

 

 時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 全国へき地教育研究連盟は、昭和２７年に結成されこの年の第１回全国大会から令和元年の第

６８回大会までを、文部科学省との合同主催で行ってきた「へき地教育研究の草分け」的存在で

す。任意教育団体ではありますが、「へき地教育振興法」を背景に現在全国に約3,200校ある、

へき地・小規模・複式学級を有する小中学校とその教員を会員とし、各都道府県の教育研究活動

を支援し、各学校の指導法充実をはかりへき地における教育の振興を目的としています。 

 この度、へき地教育のさらなる充実を図るため、教育に携わる大学関係・附属学校教員の皆さ

まにへき地教育の実際をご理解いただきたく、本連盟の「準会員」のご案内をいたします。準会

員として登録されると、本連盟ホームページ「会員専用ページ」を閲覧することができ、また本

連盟が編纂し会員に実費頒布している「実践事例集」その他刊行物（別紙資料を参照・一般販売

はしていません）を購入することもできるようになります。へき地・複式・小規模校教育の資料

として、大変有益な研究事例集です。 

令和２年度 全国へき地教育研究連盟 全国大会・ブロック大会日程一覧 

  ※ 詳しい情報は全へき連のホームページで 
 
    http://www.zenhekiren.net/  

ブロック 開 催 地  大  会  名 日  程 

  全 国 
  

 富山・富山市他 
  

 第６９回 全国へき地教育研究大会 
           富山大会 

 １０月８日(木) 
   ～９日(金) 

 北海道 
  

 北海道・檜山地区 
  

 第６９回 全道へき地複式教育研究大会 
        檜山大会 

  ９月２４日（木） 
   ～25日（金） 

 東 北 
  

  青森・深浦町他 
  

 第３６回 東北地区へき地教育研究大会 
            青森（深浦）大会 

 １０月１日(木) 
      ～２日(金) 

 関東・ 
 甲信越 

 ２年度は休止 
  
  

  
  

 東海・北陸 
（全国大会） 

 富山・富山市他 
  

 第３４回 東海北陸地区へき・複式・ 
            小規模学校教育研究大会  
            富山大会 

 １０月８日(木)          
    ～９日(金) 

 近 畿 
  

  和歌山・有田川町他 
 第３５回 近畿へき地教育研究大会 
            和歌山大会 

 １１月１２日(木）      
      ～１３日（金） 

 中国・四国   ２年度は休止 
  
  

  
  

 九 州 
 

  佐賀・佐賀市他 
   

 第６６回 九州地区へき地・小規模校教育 
            研究連盟研究大会 佐賀大会 

 １０月１５日(木）      
     ～１６日（金） 

検索 全へき連 

http://www.zenhekiren.net/
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  全へき連刊行図書 在庫一覧（R2.3.3現在） 

   ※ 価格は全て ２,０００円  

 年 度  シリーズ名  題 名  残部数 

平成１３年 21世紀を拓く教育シリーズⅣ ふるさと発｢生きる力を育む｣共育の創造 １２ 

平成１５年 新しい時代を拓く心の共育シ

リーズⅠ 

生きる力･確かな学力を育む共育の在り

方 
２２ 

平成１６年 新しい時代を拓く心の共育シ

リーズⅡ 

ふるさとに立ち､たくましく生きる力を育

む共育の在り方 
１４ 

平成１７年 新しい時代を拓く心の共育シ

リーズⅢ 

個性を生かし､確かな学力を育む共育の

在り方 
２１ 

平成１８年 新しい時代を拓く心の共育シ

リーズⅣ 

家庭･地域社会と共に豊かな子どもの心

を育む共育の在り方 
３２ 

平成２３年 平成２３年度版 実践事例集 輝く！ひとみ ９７ 

平成２４年 平成２４年度版 実践事例集 ふるさとからの学び ６９ 

平成２５年 平成２６年度版 実践事例集 明日を拓く ６８ 

平成２６年 平成２７年度版 実践事例集 故郷からの風 ６０ 

平成２７年 平成２８年度版 実践事例集 未来への創造 ７８ 

平成２８年 平成２９年度版 実践事例集 ともに紡ぐ ８２ 

平成２９年 平成３０年度版 実践事例集 豊かな学びの継承 １１３ 

平成３０年 平成３１年度版 実践事例集 明日への道標 販売中 

 本連盟の活動に賛同され準会員を希望される学校は、年会費として300円を拠出していただき

ます。「準会員・図書購入希望申込書」に必要事項を記入の上ＦＡＸしてください。また、実

践事例集その他本連盟刊行物も同時に希望される学校は「準会員・図書購入希望申込書」に希

望図書も一緒に記入しＦＡＸしてください。折り返し「準会員証」と「振込用紙」を送付いた

します。その際、本連盟ホームページ（｢全へき｣で検索）内の「会員専用ページ」を閲覧する

パスワード（令和元年度用６月まで有効）もお知らせいたします。 

  

 是非よろしくお願いいたします。 

 

全国へき地教育研究連盟（事務局）   

〒105-0003 東京都港区西新橋1-22-13 

全日本中学校長会館内  

TEL 03-3580-0571 FAX 03-3503-3616 

E-mail  zenheki0571@topaz.ocn.ne.jp 

   お問い合わせ先 事務局長 渡辺 徹 

全へき連刊行図書 在庫一覧（R２.3.3現在）  

mailto:zenheki0571@topaz.ocn.ne.jp
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北海道教育大学と「北海道へき地・複式教育研究連盟」 

との情報交換・共同研究を期待して 

北海道へき地・複式教育研究連盟委員長 古 田 統 

（ニセコ町立近藤小学校長） 
 

北海道へき地・複式教育研究連盟に携わる我々の使命は、へ

き地・複式教育における実践力の向上にあり、これまで培って

きた北海道のへき地・複式教育の財産を土台に、各地区の実践

研究を積み重ね、加盟校同士がしっかりと手を取り合いながら

充実、発展に事業を推進していくことにあります。それを実現

すべく、本連盟の２大事業でもある全道へき地複式教育研究大

会、全道へき地複式教育研究大会プレ大会を開催しているとこ

ろで、令和元年度はそれぞれ空知大会、檜山プレ大会として開

催され、多くの優れた実践の公開、交流と活発な討議がなされ

ました。 
 

一方で、北海道のみならず全国のへき地・複式校を取り巻く

現状は過疎化・少子化・学校の統廃合といった厳しさの中にあ

ります。しかし少子化・小規模校化の中ではむしろへき地・複

式校にこれからのモデルとなるべき要素が多く含まれていると

考えます。新学習指導要領の趣旨「社会に開かれた教育課程」「主体的・対話的で深い学び」な

どの実現が求められているなか「きめ細やかな少人数指導」「教師と児童生徒との密接な信頼関

係」「地域と連携した学校経営」など、へき地・複式校が過去７０年にわたって積み重ねてきた

手法や理論研究、実践は大きな財産です。 

 

こういった中で、北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターや日本教育大学協会へき

地・小規模校教育部会をはじめ、近い将来は、へき地・複式・小規模校教育に興味をもつ方々

（団体）とも連携し、「へき地・複式・小規模校にこれからの教育の展望がある」の理念を共有

しながら実践面、研究面での情報交換がなされることは本連盟の研究の深化・充実にとっても大

変有効なものになると期待するところであります。今後とも、ご支援・ご協力をよろしくお願い

申し上げます。 

 

 北海道へき地・複式教育研究   

 連盟 古 田 統 氏 

全道へき地・複式教育研究大会 全道へき地・複式教育研究大会 
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お 知 ら せ 

へき地・小規模校教育研究センター構成員 退任のお知らせ 
 

 へき地・小規模校教育研究センターにてセンター員を務めていただいた旭川校センター

員 小出 高義 先生、函館校キャンパス代表センター員 根本 直樹 先生のお二人と、平成

３１年３月から札幌校でへき地教育アドバイザーとして務めていただいた、武岡 和廣 先

生 が、令和２年３月３１日をもってご退任となりました。本学のへき地教育の発展に、

ご尽力いただきました。 これまで大変ありがとうございました。  

 

 

なお、本連盟の令和２年度研究大会は以下の日程で開催されます。関係の皆様のご参加をお

待ちしております。 
 

 令和２年度研究大会 

 ◎第６９回全道へき地複式教育研究大会檜山大会   

  ９月２４日（木） 全体会・分散会《江差町》 

    ２５日（金） 分科会《３分科会：上ノ国町・乙部町・今金町》 

 

 ◎第７０回全道へき地複式教育研究大会オホーツクプレ大会   

  ９月１８日（金） 分科会《６分科会：北見市・湧別町・佐呂間町・ 

           滝上町・雄武町》 

研究大会の様子 

旭川校へき研センター員  

小出 高義 先生 

函館校キャンパス代表 

センター員 根本 直樹 先生 

札幌校へき地教育 

アドバイザー 武岡 和廣先生 


